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住民参画による総合計画の策定と、その後のまちづくり
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平成20年度「地域づくり総務大臣賞」／受賞にかかる総合計画策定の担当
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取組の内容

実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

○ 参考

取組の分類

地域経営改革 まちなか再生

地場産品発掘・ブランド化 若者自立支援

少子化対策 安心・安全なまちづくり

企業立地促進 環境保全

定住促進 その他
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①第四次総合計画の策定と、その後の住民参加の展開
②南部広域職員研修「政策形成セミナー」の企画・実践／研修アシスタントとして参加
③沖縄自治研究会の設立と運営
④沖縄自治体職員ネットワークの設立と運営
⑤県内市町村での講師（住民参加の実践）

　「自分と未来は変えられるが、他人と過去は変えられない」という、言葉を受けて、「しかし、“気づかせる”ことはできる」という
ことをモットーに、実践しています。常に生涯学習的な考え方で取り組みを進めています。

　まちづくりにさほど関心の無かった自分が、今やどっふりと地域に浸かっています。こんな自分がいることが、生きた実証です。
だから、多くの方々にまちづくりに関わることの楽しさを伝えていきたいと思っています。人生、一生「社会教育主事」

　地域人材ネットでは、登録者の取組を11の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。
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住民参画による総合計画の策定と、その後のまちづくり

①住民参加の実践／南風原町の第四次総合計画を策定する際に、徹底的な「住民参画」と「情報共有」を行いました。
住民参画の根底には生涯学習の考え方を据えて、行政職員と住民が共に学びあい、気づき合い、お互いが信頼関係を構
築することを心がけ、じっくりと時間をかけて取り組みました。また、総合計画の会議体となった「南風原町住民会議」の設置
要綱を住民が自ら作成した点も南風原町の特徴です。その結果、自ら考え行動を起こす住民が地域活動を始め、行政の
施策まで提案をするようになっています。地域活動を進めながら他の自治体に事例報告に招へいされる方もいます。


